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RCS-C から SCON への移行手順 

＜＜ﾊｰﾄﾞの作業＞＞ 

【電源】（追加・変更作業） 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ購入時、RCS-C と同じ電源電圧仕様のもので SCON を発注してください。

SCON を取り付ける際、必ずﾉｲｽﾞﾌｨﾙﾀを設置する必要があります。

≪RCS-C≫ 

≪SCON≫ 



【非常停止回路（ｼｽﾃﾑ I/O ｺﾈｸﾀ）】（変更作業） 

RCS-C の非常停止コネクタの１に配線されているｹｰﾌﾞﾙを SCON のシステム I/O コネクタのＳ１へ。

２に配線されているｹｰﾌﾞﾙを SCON のシステム I/O コネクタの EMG－へ配線する。 

    
【ﾌﾞﾚｰｷ電源】（追加作業） 

ﾌﾞﾚｰｷ付ｱｸﾁｭｴｰﾀを使用する場合、RCS-C ではﾌﾞﾚｰｷ電源は必要ありませんでしたが、SCON ではﾌﾞ

ﾚｰｷ電源をｺﾝﾄﾛｰﾗに入れる必要があります。 

ﾌﾞﾚｰｷなしのｱｸﾁｭｴｰﾀ使用時には、ﾌﾞﾚｰｷ電源の電源供給はしないでください。誤作動の原因になる場

合があります。 

【ﾓｰﾀｹｰﾌﾞﾙ】（変更なし） 

そのまま流用が可能です。 

RCS-C から取り外したﾓｰﾀｹｰﾌﾞﾙを、そのまま SCON に接続してください。 

【ｴﾝｺｰﾀﾞｹｰﾌﾞﾙ】（部品追加） 

RCS-C からｴﾝｺｰﾀﾞｹｰﾌﾞﾙを取り外し、変換ｹｰﾌﾞﾙを挟み込み SCON へ接続します。 

 

ｴﾝｺｰﾀﾞ変換ﾕﾆｯﾄ 

（ED-048-3-011-1-000-0） 

ｺﾈｸﾀ変換ﾕﾆｯﾄｹｰﾌﾞﾙ MDR 仕様 
（CB-XPQ-PJ003） 

RCS-C で使用していた 

ｴﾝｺｰﾀﾞｹｰﾌﾞﾙ 



 

【I/O 配線】（部品追加） 

RCS-C から I/O ｹｰﾌﾞﾙを取り外し、変換ｹｰﾌﾞﾙを挟み込み SCON へ接続します。 

 

＜＜ｿﾌﾄの作業＞＞ 

【ﾊﾟﾗﾒｰﾀ】 

RCS-C で使用している軸型式を指定して、ｺﾝﾄﾛｰﾗを注文していただくと、そのｱｸﾁｭｴｰﾀに適したﾊﾟﾗﾒｰﾀ

が書き込まれて納品されます。 

① SCON ではいくつかの PIO ﾊﾟﾀｰﾝを選択できますが、PIO ﾊﾟﾀｰﾝはﾃﾞﾌｫﾙﾄ値で使用します。 

PIO ﾊﾟﾀｰﾝ（ﾊﾟﾗﾒｰﾀ№25）＝０ 

② これは一時停止信号なので RCS-C で一時停止無効にしている場合は SCON のﾊﾟﾗﾒｰﾀも変更する必

要があります。有効としている場合は、変更する必要はありません。 

一時停止有効無効選択（ﾊﾟﾗﾒｰﾀ№15）＝０ （無効時のみ変更） 

③ MOVE 信号を使用している場合、『FPIO』のビット 2 を 「０」から「１」に変更する必要があり

ます。 この変更は、裏ﾊﾟﾗﾒｰﾀでしか変更できませんので、ｺｰﾙｾﾝﾀｰ（0800-888-0088）までお問合

せください。 

【ﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾃﾞｰﾀ】 

RCS-C で使用していたﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾃﾞｰﾀを、そのまま使用することができます。 

使用に際しては、以下の手順に従ってください。 

① RCS-C のﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾃﾞｰﾀをﾊﾟｿｺﾝに保存 

② ﾊﾟｿｺﾝを SCON に接続し、ﾌｧｲﾙの種類を RCS ﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾃﾞｰﾀとして呼び出し、ｺﾝﾄﾛｰﾗに転送する 

 

以上 

 

改定：2010 年 11 月 18 日 ｿﾌﾄの作業について記述内容を詳細に記載 

ｴﾝｺｰﾀﾞｹｰﾌﾞﾙの詳細部品を記載 

RCS-C→SCON PIO 変換ｹｰﾌﾞﾙ#2 
（ES-055-2-00028-*） 

RCS-C→SCON PIO 変換ｹｰﾌﾞﾙ#1 
（ES-055-2-00027-*） 

RCS-Cで使用していたｹｰﾌﾞﾙ


